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ニューノーマル時代のIT動向
2020年度の重点テーマ

調査報告
2021年4月14日発表

アンケート調査
定点観測＋重点テーマ

9月～10月に実施
• Web調査で実施
• ユーザー企業IT部門4508社対象
• 有効回答：1146社（回答率25％）

調査委員会、調査部会 による分析

経済産業省監修

緊急実態調査
新型コロナ関連をスピーディーに調査

6月末・10月に実施
• Web調査で実施
• JUAS正会員A・Bのユーザー企業と
情報子会社が対象

インタビュー調査
重点テーマを中心に
11月～12月に実施

•ユーザー企業IT部門長の方への
オンライングループインタビュー

（21社実施）

• 94年度以来過去27年間継続して実施、
経年変化をふまえた分析

• アンケートとインタビューの複合効果
• 年度別に重点テーマを設定
• ユーザー企業中心の動向調査

JUAS調査の特徴
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調査委員会（全体的な方針等を審議）
※敬称略、企業名五十音順

（2021年3月・4月現在）

1 委員長 能 丸 実 日産自動車株式会社 グローバルIS/IT 理事

2 委 員 三 谷 慶 一 郎 株式会社NTTデータ経営研究所 エグゼクティブオフィサー

3 委 員 大 熊 眞 次 郎 カシオ計算機株式会社 デジタル統轄部 情報開発部長

4 委 員 志 済 聡 子 中外製薬株式会社 執行役員 デジタル・IT統轄部門長

5 委 員 西 川 清 二 ドコモ・システムズ株式会社 取締役

6 委 員 小 粥 泰 樹 株式会社野村総合研究所 研究理事

7 委 員 志 村 近 史 株式会社野村総合研究所 人材開発部 ／ 東京工業大学大学院

8 委 員 足 澤 篤 史 株式会社リコー デジタル推進本部 改革推進センター
Dx戦略企画部 戦略グループ グループリーダー
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※敬称略、企業名五十音順

（2021年3月・4月現在）調査部会（分析・執筆を担当）

1 部 会 長 志 村 近 史 株式会社野村総合研究所 人材開発部 ／ 東京工業大学大学院

2 副 部 会 長 大 熊 眞 次 郎 カシオ計算機株式会社 デジタル統轄部 情報開発部長

3 委 員 山口 浩一
味の素株式会社
コーポレートサービス本部 DX推進部 先進ITグループ

兼 グローバルITサービスグループ
兼 基幹システム推進グループ

4 委 員 船木 春重 株式会社NTTデータ経営研究所 情報戦略事業本部
デジタルイノベーションコンサルティングユニット IT戦略グループ長 シニアマネージャー

5 委 員 向 正道 開志専門職大学 事業創造学部 教授
／ 日鉄ソリューションズ株式会社 人事本部人材開発部 専門部長

6 委 員 森永 大裕 キリンホールディングス株式会社 情報戦略部

7 委 員 河野 福司 東京海上日動火災保険株式会社 IT企画部 基盤グループ 担当課長

8 委 員 汐﨑 剛 東京ガス株式会社 IT統括部 IT統括グループマネージャー

9 委 員 細川 伸幸 東日本旅客鉄道株式会社 電気ネットワーク部 通信システムグループ 課長

10 委 員 瀬川 将義 PwCコンサルティング合同会社 パートナー

11 委 員 栗山 英樹 三菱UFJインフォメーションテクノロジー株式会社 業務基盤本部 副本部長

12 オ ブ ザ ー バ ー 平本 健二 内閣官房 政府CIO上席補佐官 ／ 経済産業省 CIO補佐官

事務局： 三宅 晃 一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会 常務理事・事務局長
宮下 清 一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会 参与
山畔 秀雄 一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会 シニアマネージャー
鈴木 絵理子 一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会 マネージャー



企業IT動向調査2021 重点テーマ
ニューノーマル時代のIT動向
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2019年度調査では、デジタル化の取組みが、機能検証から実用化や変革フェーズへ進展して
いる状況、実施レベルも「単純自動化」から「既存の高度化」へ、そして、「創造・変革」へ進みつ
つあることが確認された。
2020年は新型コロナウイルスにより、我が国の企業は今まで経験したことのない大きなインパク
トを被った。経営を立て直し、「ニューノーマル」に対応した新しいビジネスのあり方や、新しい働き
方を模索しなければならない企業にとって、新しい情報技術をどう活用するのか、IT戦略の新し
い形はどうするのかを明らかにすることが、極めて重要である。
そこで、2020年度調査では、『ニューノーマル時代のIT動向』を重点テーマに4つの視点を掲げ、
調査を実施した。

視点1:今回の危機を通じてどのような情報技術が注目され、今後の普及拡大が期待される
ようになったのか

視点2:企業変革にDXは本当に貢献できるか
視点3:企業の現場で経験したことが、どのような問題を明らかにし、どういう教訓を得たのか
視点4:今後IT部門の存在価値はどうなっていくのか



回答企業の状況
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回答企業の業績状況は、新型ｺﾛﾅ禍の影響を受け20年度見込みで
は60.7％が減収減益。一方、20.0％の企業が増収増益見込み
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売上高が「大幅に減る」とする割合の多い業種ｸﾞﾙｰﾌﾟは「機械器具
製造」、「社会ｲﾝﾌﾗ」、「素材製造」、「ｻｰﾋﾞｽ」
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業種グループ別 2020年度の売上高見通し
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「経営戦略を実現するためにIT戦略は無くてはならない」とする企
業は30.6％に増加
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年度別 経営戦略とIT戦略の関係性
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CDOを設置済みとする企業は全体で6.5％。業種ｸﾞﾙｰﾌﾟ別では金
融が20.8％、社会ｲﾝﾌﾗが14.7％と多く、19年度対比でも増加
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業種グループ別 CDO（デジタル担当役員）の設置状況
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企業IT動向調査2021 調査結果
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主な調査結果
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1. 新型コロナ禍のインパクト ・企業プロフィール

2. ニューノーマル時代におけるIT投資の動向 ・IT予算・投資マネジメント

3. アフターコロナ社会に向けたDXの取組みと技術トレンド ・ITトレンド
・ビジネスのデジタル化
・データマネジメント

4. 新しいIT基盤・開発スタイル、セキュリティの重要性 ・IT基盤
・システム開発
・情報セキュリティ

5. 新型コロナ禍で変化する働き方とIT部門の役割 ・ワークスタイル変革・BCP
・IT組織・人材

6. 総括と提言



1．新型コロナ禍のインパクト

＜企業プロフィール＞
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20年度調査のポイント
1. 新型ｺﾛﾅ禍の影響を受けて、2020年度の売上高が大幅に減る（10％

以上） 、ある程度減る（5～10％）とする企業は、それぞれ31.1％、
32.6％と、合わせて回答企業の実に過半数が5％以上の売上減に直
面。

2. 大幅減とする割合が特に多かった業種は機械器具製造（39.8％）、社
会ｲﾝﾌﾗ（33.8％）、素材製造（33.3％）、ｻｰﾋﾞｽ（31.9％）。

重点テーマ（ニューノーマルのIT動向）との関係性
1. 新型ｺﾛﾅ禍によって多くの企業が経営変革を余儀なくされている。そ

の第一は、ﾘﾓｰﾄﾜｰｸなどの「働き方改革」で、実に7割の企業が対応
を迫られているとしている。約半数は「経理、人事管理など決裁や業
務ﾌﾟﾛｾｽの見直し」、「商品・ｻｰﾋﾞｽの提供方法の変革」を。

2. 「働き方改革」を課題としている企業は、同時に「経理、人事管理など
決裁や業務ﾌﾟﾛｾｽの見直し」を課題として指摘する企業も多く、これら
が一体として解決されるものであることを示唆。



製造業、運輸、卸売等、新型ｺﾛﾅ禍によるﾀﾞﾒｰｼﾞが大きいにも拘ら
ずIT投資（DI値）を高水準に維持する業種も
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パルプ・紙・紙加工品製造業

化学工業

石油・石炭・プラス

チック製品製造業

窯業・土石製品製造業

鉄鋼業

非鉄金属・金属

製品製造業

電気機械器具

製造業

情報通信機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

その他機械

器具製造業

その他の

製造業

農林漁業・同協同組合、鉱業

建設業

電気・ガス・熱供給・水道業

映像・音声情報制作・放送・通信業

新聞・出版業

情報サービス業

宿泊、飲食、旅行サービス業

運輸業・郵便業

卸売業

小売業金融業・保険業

医療業

教育、学習支援

その他の非

製造業

全体

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

【IT予算DI値（2021年度予測）】

【大幅に減＋ある程度減】

業種細分類別
業績影響とIT
投資



新型ｺﾛﾅ禍がﾃﾞｼﾞﾀﾙで解決する課題を鮮明に[財務（輸送機械、
宿泊・飲食）、顧客関係（電気・ガス、運輸、金融） 、ｻｰﾋﾞｽ方法（飲
食、小売、金融、教育、医療） 、取引関係（卸売、輸送機械）]
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全体 1146 29.5 39.5 46.6 20.3 46.9 32.8 69.6 1.7

食料品、飲料・たばこ・飼料製造業 42 16.7 31.0 42.9 4.8 47.6 28.6 69.0 0.0

繊維工業 7 28.6 28.6 28.6 0.0 57.1 28.6 85.7 0.0

パルプ・紙・紙加工品製造業 10 20.0 20.0 30.0 10.0 40.0 40.0 80.0 10.0

化学工業 54 22.2 46.3 27.8 20.4 59.3 31.5 83.3 1.9

石油・石炭・プラスチック製品製造業 9 11.1 22.2 22.2 44.4 44.4 11.1 66.7 0.0

窯業・土石製品製造業 13 15.4 30.8 23.1 15.4 61.5 30.8 61.5 0.0

鉄鋼業 16 50.0 31.3 25.0 0.0 56.3 31.3 75.0 0.0

非鉄金属・金属製品製造業 55 27.3 32.7 25.5 20.0 49.1 16.4 72.7 5.5

電気機械器具製造業 58 55.2 43.1 43.1 31.0 46.6 37.9 77.6 0.0

情報通信機械器具製造業 6 33.3 50.0 50.0 16.7 33.3 0.0 83.3 16.7

輸送用機械器具製造業 43 72 .1 39.5 37.2 39.5 62.8 46.5 79.1 4.7

その他機械器具製造業 47 31.9 44.7 51.1 14.9 42.6 31.9 68.1 4.3

その他の製造業 117 34.2 43.6 37.6 24.8 47.0 37.6 78.6 0.0

農林漁業・同協同組合、鉱業 5 20.0 80.0 20.0 20.0 20.0 20.0 40.0 0.0

建設業 86 22.1 37.2 33.7 20.9 50.0 36.0 74.4 1.2

電気・ガス・熱供給・水道業 16 25.0 50 .0 56.3 25.0 50.0 37.5 75.0 0.0

映像・音声情報制作・放送・通信業 12 16.7 41.7 50.0 25.0 83.3 41.7 91.7 0.0

新聞・出版業 7 14.3 28.6 57.1 14.3 57.1 28.6 85.7 0.0

情報サービス業 58 15.5 29.3 58.6 13.8 46.6 44.8 72.4 1.7

宿泊、飲食、旅行サービス業 30 76 .7 30.0 90.0 23.3 46.7 26.7 43.3 0.0

運輸業・郵便業 60 38.3 50 .0 50.0 20.0 46.7 26.7 70.0 0.0

卸売業 114 19.3 41.2 50.9 32.5 49.1 28.1 65.8 0.9

小売業 96 21.9 37.5 64.6 14.6 37.5 32.3 55.2 3.1

金融業・保険業 48 16.7 56 .3 66.7 14.6 41.7 29.2 72.9 4.2

医療業 9 44.4 22.2 55.6 11.1 22.2 33.3 88.9 0.0

教育、学習支援 3 0.0 33.3 66.7 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0

その他の非製造業 125 25.6 36.0 49.6 13.6 38.4 36.0 58.4 1.6

業種別
経営上見直しを迫られ
る問題



主な調査結果
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1. 新型コロナ禍のインパクト ・企業プロフィール

2. ニューノーマル時代におけるIT投資の動向 ・IT予算・投資マネジメント

3. アフターコロナ社会に向けたDXの取組みと技術トレンド ・ITトレンド
・ビジネスのデジタル化
・データマネジメント

4. 新しいIT基盤・開発スタイル、セキュリティの重要性 ・IT基盤
・システム開発
・情報セキュリティ

5. 新型コロナ禍で変化する働き方とIT部門の役割 ・ワークスタイル変革・BCP
・IT組織・人材

6. 総括と提言



2．ニューノーマル時代におけるIT投資の動向

＜IT予算・投資マネジメント＞
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20年度調査のポイント
1. IT予算のDI値は、当年度計画・次年度予測ともに19年度調査に対し

てそれぞれ31.8％→18.2％、27.5％→21.6％と減速しているものの、
増加基調を維持している。

2. 解決したい中期的な経営課題は「業務プロセスの効率化（省力化、
業務コスト削減）」が大きく後退し2位となり、「迅速な業績把握、情報
把握（リアルタイム経営）」が1位に浮上。3位の「ビジネスモデルの変
革」は昨年から大幅に増加している。

重点テーマ（ニューノーマルのIT動向）との関係性
1. IT予算増加の主要因は、「デジタル化に向けた対応」と「基幹システ

ムの刷新」であり、新型コロナ禍にあっても戦略的に進められている。
2. 大幅な売上減が見込まれる「宿泊、飲食、旅行サービス業」等ではDI

値がマイナスとなる一方、「電気機械器具製造業」や「運輸業・郵便
業」等では売上減が見込まれるが、DI値は高い水準を維持している。
ニューノーマルへの適応についても二極化していく様子がうかがえる。



新型ｺﾛﾅ禍であっても企業のIT投資は堅調
21年度予測：21.6ポイント（20年度予測から5.9ポイント減少）

20年度計画：18.2ポイント（19年度計画から13.6ポイント減少）
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IT予算DI値の推移
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10％未満
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10％以上
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（予測値）

【参考】DI

値

（計画値）



ｺﾛﾅ影響によりIT予算を削減する企業がある一方、
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化の対応、基幹ｼｽﾃﾑの刷新を着実に進めている
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IT予算の増加理由
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以外）の刷新

デジタル化に向けた対応

製品のサポート切れ

コロナ影響による基盤整備

その他

（％）

21年度予測（n=438） 20年度計画（n=410）

IT予算の減少理由
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削減要請

コスト削減策の効果

メインフレームからの

脱却

クラウド化

その他

(％）

21年度予測（n=192） 20年度計画（n=202）



「迅速な業績把握、情報把握」が1位となり、例年1位であった「業
務ﾌﾟﾛｾｽの効率化」は2位となった。3位の「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの変革」が
大きくﾎﾟｲﾝﾄを伸ばしている
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IT投資で解決し
たい中長期的な
経営課題
経年変化（1位）
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IT開発・運用のコスト削減

商品・サービスの差別化・高付加価値化
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業務プロセスのスピードアップ（リードタイム短縮等）

社内コミュニケーションの強化

サプライチェーン間の情報連携強化
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主な調査結果
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1. 新型コロナ禍のインパクト ・企業プロフィール

2. ニューノーマル時代におけるIT投資の動向 ・IT予算・投資マネジメント

3. アフターコロナ社会に向けたDXの取組みと技術トレンド ・ITトレンド
・ビジネスのデジタル化
・データマネジメント

4. 新しいIT基盤・開発スタイル、セキュリティの重要性 ・IT基盤
・システム開発
・情報セキュリティ

5. 新型コロナ禍で変化する働き方とIT部門の役割 ・ワークスタイル変革・BCP
・IT組織・人材

6. 総括と提言



3．アフターコロナ社会に向けたDXの取組みと技術トレンド

＜ITトレンド＞
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20年度調査のポイント・重点テーマとの関係性
目前の危機だけでなくアフターコロナ時代を生き抜くために、IT部門は
どんなテクノロジーに期待をかけ、また導入や検討を進めているのか

1. 「VPN」や「ビジネスチャット」がテレワーク需要の高まりを受け企業の
生産活動における必須のツール。

2. パブリック・クラウドの導入は堅調であり、新型コロナ禍でも継続。
RPAも拡がりを見せ、デジタル化を後押し。

3. 「電子決裁、押印システム、電子契約システム」は喫緊の課題解決と
して多くの企業が重要視。

4. IoTとAIは重要度を下げたが、「単純自動化」「高度化」「創造革新」の
デジタル化の取組みは着実に進展。

5. 「ゼロトラストセキュリティ」と「5Gの活用」は検討中項目であり、今後
も注視。
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新規ﾃｸﾉﾛｼﾞｰやｱ
ﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ等の導
入状況
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VPNの普及が明確に。ﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬｯﾄは急上昇。またﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ・ｸﾗｳﾄﾞ、
RPAの導入も新型ｺﾛﾅ禍で堅調に推移



RPA、IoT、AIの3項目では、どの実施ﾚﾍﾞﾙにおいても数値が伸び、
単純自動化、高度化により当面の業務を効率的に
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年度別 商品・サービスのデジタル化の取組み実施レベル別
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重視すべきﾃｸﾉﾛｼﾞｰ等と導入済みのﾃｸﾉﾛｼﾞｰとの相関図

IoTとAIは重要度を下げるも一時的か。ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀと併せて今後の
活用、ｾﾞﾛﾄﾗｽﾄｾｷｭﾘﾃｨや5Gの動きにも引き続き要注目
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3．アフターコロナ社会に向けたDXの取組みと技術トレンド

＜ビジネスのデジタル化＞
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20年度調査のポイント
1. 大半が今後3年で高度化、創造・革新レベルのデジタル化を目指す
2. 成果が出ている企業の特徴は、 「規模が大きい」、 「高レベルのデジ

タル化を実施」、「CIOやCDOを設置」、「既存システム改革を実施」
3. 既存システム改革は、「セキュリティ強化」、「既製アプリケーションの

活用」、「IT基盤のクラウド活用」が3大取組。プロセスのデジタル化で
は、「既存システムのシンプル化・標準化」、「データマネジメント」も

4. 経営層と現場、経営層間、IT部門と事業部門間のコラボレーションが
DX成功のキー

重点テーマ（ニューノーマルのIT動向）との関係性
1. 今回の調査時点では、テレワーク環境、事務処理のデジタル化など

足元の対応に注力
2. 今後は、高度化、創造・革新レベルのデジタル化なくしては生き残れ

ないと大半が認識し、業績にかかわらずデジタル化投資は加速



企業規模による取組み状況の差が大きく、売上高1兆円以上では
全社が取組んでいる一方、100億円未満では半数にとどまる
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ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化への取組み状況
（全体、売上高別）

0.0％ 20.4％ 79.6％ （　　）は
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現状では半数以上が単純自動化にとどまっているが、今後は8割
以上が高度化、創造・革新ﾚﾍﾞﾙのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化を目指す
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ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化実施ﾚﾍﾞﾙ
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ス
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ス
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化

単純自動化 高度化 創造・革新



売上高規模が大きい企業ほどﾃﾞｼﾞﾀﾙ化の実施ﾚﾍﾞﾙは高い、
特に1兆円以上では多くの企業が高ﾚﾍﾞﾙのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化を実施
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76.7 

81.6 

80.3 

73.1 

51.9 

19.7 

12.9 

15.8 

24.4 

46.3 

3.7 

5.4 

3.9 

2.5 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=763）

100億円未満（n=147）

100億～1000億円未満（n=361）

1000億～1兆円未満（n=201）

1兆円以上（n=54）

単純自動化 高度化 創造・革新

売上高別 現状のﾌﾟﾛｾｽのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化実施ﾚﾍﾞﾙ

売上高別 現状の商品・ｻｰﾋﾞｽのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化実施ﾚﾍﾞﾙ

58.7 

60.7 

66.3 

53.2 

34.0 

32.3 

27.1 

27.6 

36.4 

54.0 

9.0 

12.1 

6.2 

10.4 

12.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=554）

100億円未満（n=107）

100億～1000億円未満（n=243）

1000億～1兆円未満（n=154）

1兆円以上（n=50）

単純自動化 高度化 創造・革新



今後目指すﾃﾞｼﾞﾀﾙ化のﾚﾍﾞﾙも、売上高規模が大きい企業ほど高
く、1000億円以上では創造・革新を目指す企業も多い

（C）JUAS 2021 30

売上高別 今後（3年以内）のﾌﾟﾛｾｽのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化実施ﾚﾍﾞﾙ

売上高別 今後（3年以内）の商品・ｻｰﾋﾞｽのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化実施ﾚﾍﾞﾙ

12.8 

21.5 

14.8 

7.8 

0.0 

52.9 

51.4 

58.8 

47.4 

44.0 

34.3 

27.1 

26.3 

44.8 

56.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=554）

100億円未満（n=107）

100億～1000億円未満（n=243）

1000億～1兆円未満（n=154）

1兆円以上（n=50）

単純自動化 高度化 創造・革新

18.7 

24.5 

23.3 

10.0 

5.6 

62.1 

63.3 

61.8 

62.7 

59.3 

19.1 

12.2 

15.0 

27.4 

35.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=763）

100億円未満（n=147）

100億～1000億円未満（n=361）

1000億～1兆円未満（n=201）

1兆円以上（n=54）

単純自動化 高度化 創造・革新



①ｾｷｭﾘﾃｨ強化、②既製ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ活用、③IT基盤のｸﾗｳﾄﾞ活用
がﾃﾞｼﾞﾀﾙ化に向けた既存ｼｽﾃﾑ改革の3大取組

（C）JUAS 2021 31

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化に向けた既存ｼｽﾃﾑ改革の取組み状況

10.8 

11.1 

5.4 

34.4 

39.3 

27.3 

10.7 

25.5 

42.8 

42.7 

30.2 

31.1 

32.2 

22.4 

21.9 

51.7 

27.0 

26.3 

35.8 

20.3 

17.1 

12.4 

22.0 

16.6 

19.4 

20.0 

28.6 

14.2 

11.4 

38.0 

45.4 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

シンプル化・標準化

（アプリケーション）（n=832）

シンプル化・標準化

（IT基盤・アーキテクチャ）（n=832）

データマネジメント（n=832）

ＩＴ基盤のクラウド活用

（PaaS、IaaS）（n=832）

既製アプリケーションの活用

（SaaS、パッケージ等）（n=832）

システム開発の内製化（n=832）

アジャイル開発など新たな

開発手法導入（n=832）

セキュリティ強化（n=832）

実施済 取組中 今後取組予定 未実施



業績見通しが厳しい企業においても大半が中長期でﾃﾞｼﾞﾀﾙ化投
資を加速。ﾆｭｰﾉｰﾏﾙでの生き残りにはﾃﾞｼﾞﾀﾙ化が必須
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20年度業績別 中長期（3～5年後）のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化予算増減動向

8.8 

15.4 

9.1 

10.8 

6.7 

13.2 

5.8 

8.7 

23.5 

25.6 

30.3 

19.1 

25.8 

26.4 

28.8 

19.1 

47.1 

41.0 

36.4 

42.2 

43.8 

41.5 

38.5 

43.8 

20.6 

17.9 

24.2 

25.5 

22.5 

18.9 

25.0 

24.9 

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

1.1 

0.0 

1.9 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増収増益（n=68）

増収減益（n=39）

減収増益（n=33）

減収減益（n=204）

増収増益（n=68）（n=100）

増収減益（n=39）（n=100）

減収増益（n=33）（n=100）

減収減益（n=204）（n=100）
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化

50％以上増加 20～50％未満増加 5～20％未満増加 不変±5％ 5％以上減少



3．アフターコロナ社会に向けたDXの取組みと技術トレンド

＜データマネジメント＞
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20年度調査のポイント
1. データ活用の取組み状況はわずかではあるが引き続き進展中
2. 一方、期待する効果を得ている企業は全体の約3割で、乖離あり
3. 統合環境の整備、経営層の理解、体制・組織の整備が主な課題

重点テーマ（ニューノーマルのIT動向）との関係性
1. 新型コロナ禍の状況でもデータ活用の取組みには大きな変化はみら

れず
2. ニューノーマルにおけるデータ活用の取組み加速の意見もみられた



組織横断でのﾃﾞｰﾀ活用の取組みはIT部門が推進主体となってい
るｹｰｽが最も多い
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ﾃﾞｰﾀ活用の取組みの推進主体別 ﾃﾞｰﾀ活用の取組み状況

22.6

26.1

17.4

22.4

8.5

50.8

46.0

65.7

53.4

37.3

26.6

27.9

16.9

24.1

54.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=944）

ＩＴ部門（n=591）

事業部門（n=236）

専門組織（n=58）

検討中（n=59）

組織横断的にデータ活用ができる環境を構築し、ユーザが利用している

一部の事業や組織でデータ活用できる環境を構築している

データ活用の準備に取り組んでいる



組織横断的なﾃﾞｰﾀ活用が進むと効果の得方も増えてくる
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ﾃﾞｰﾀ活用の取組み状況別 ﾃﾞｰﾀ活用に期待する効果の実現度

4.7 

0.6 

52.1 

27.9 

31.9 

49.0 

11.3 

22.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

組織横断的にデータ活用ができる環境を構

築し、ユーザが利用している（n=213）

一部の事業や組織でデータ活用できる環境

を構築している（n=480）

期待以上の効果を得られている 期待どおりの効果を得られている

効果測定中 期待する効果を得られていない



経営層・事業部門の理解、体制／組織の整備は、期待する効果を
得られていない企業では特に課題となっている

（C）JUAS 2021 36

ﾃﾞｰﾀ活用に期待す
る効果の実現度別
ﾃﾞｰﾀﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの課
題（1位）

21.6

14.9

13.1

12.7

6.7

6.3

4.9

4.9

4.5

3.7

1.9

1.9

0.4

2.6

22.4

10.5

18.1

15.7

4.3

8.1

1.9

5.2

6.2

3.8

1.0

1.4

0.0

1.4

0 20 40

データ統合環境の整備

データ関連技術の習得や選択

経営層または事業部門の理解・参画

データ分析・活用のための体制／組織の整備

人材（データサイエンティスト）の育成

データマネジメントの態勢整備

データアーキテクチャの選定・実装

分析する対象の選定

ユーザへの分析環境の提供

費用対効果の説明

外部データの活用

データ活用ルールの制定

（個人情報の取扱いなど法令への適合、倫理判断）

新型コロナによるデータ収集・活用の停滞

特にない

(％）

期待する効果を得られている（n=268）

期待する効果を得られていない（n=210）



主な調査結果
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1. 新型コロナ禍のインパクト ・企業プロフィール

2. ニューノーマル時代におけるIT投資の動向 ・IT予算・投資マネジメント

3. アフターコロナ社会に向けたDXの取組みと技術トレンド ・ITトレンド
・ビジネスのデジタル化
・データマネジメント

4. 新しいIT基盤・開発スタイル、セキュリティの重要性 ・IT基盤
・システム開発
・情報セキュリティ

5. 新型コロナ禍で変化する働き方とIT部門の役割 ・ワークスタイル変革・BCP
・IT組織・人材

6. 総括と提言



4．新しいIT基盤・開発スタイル、セキュリティの重要性

＜IT基盤＞
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20年度調査のポイント
1. 短期・中長期ともに「セキュリティ対策」の強化がIT基盤における最大

の優先課題。
2. パブリッククラウドへの移行、とりわけ「SaaSの活用」が進行。
3. SaaSの活用分野では、新型コロナ禍の中で「社内SNS、テレビ会議・

ウェブ会議・ビジネスチャット、オンライン学習（e-learning）」、「グルー
プウェア」の利用が進む。

重点テーマ（ニューノーマルのIT動向）との関係性
1. ニューノーマルに向けた優先課題として、「ビジネスに柔軟かつ迅速

に対応できるIT基盤の構築」が上昇。
2. ニューノーマルに向けた「ﾋﾞｼﾞﾈｽに柔軟に対応できる基盤整備」の手

段として、パブリッククラウドへの移行が進む。
3. ニューノーマルに向けて、「電子決裁、押印システム、電子契約シス

テム」の利用が進む。



短期・中長期ともに「ｾｷｭﾘﾃｨ対策」の強化が最大の課題、新型ｺﾛﾅ
禍の中で「ﾃﾚﾜｰｸ環境の整備」が新たな課題となる。ﾆｭｰﾉｰﾏﾙにむ
けて「ﾋﾞｼﾞﾈｽに柔軟かつ迅速に対応できるIT基盤の構築」が上昇
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IT基盤における企業の優先課題 現状と今後（ﾆｭｰﾉｰﾏﾙ）

63.7 

54.9 

49.9 

40.3 

36.3 

30.3 

12.1 

65.7 

47.0 

51.8 

48.1 

58.5 

42.2 

25.6 

0 20 40 60 80 100

セキュリティの対策・管理の強化

ＩＴ基盤の保守／運用管理費の削減

ＩＴ基盤の運用管理業務負担の軽減／省力化

テレワーク環境の整備

ビジネスに柔軟かつ迅速に対応できるＩＴ基盤の構築

社内・外のＩＴ基盤の総合的な管理／体制づくり

ＩＴ基盤のグローバル化対応

（％）

現状（n=1135）

今後（ニューノーマル）（n=1135）



IT基盤の優先課題である「ﾋﾞｼﾞﾈｽに柔軟に対応できる基盤整備」の
手段として、ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｸﾗｳﾄﾞへの移行、とりわけ「SaaSの活用」が進行
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ｸﾗｳﾄﾞの活用状況

37.7 

33.5 

29.6 

49.2 

4.9 

8.7 

10.4 

7.8 

19.5 

26.3 

28.7 

22.0 

37.9 

31.5 

31.3 

21.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プライベート・クラウドの構築（n=1135)

既存システムのIaaS、PaaSへの移設（n=1135)

新規システムのIaaS、PaaSへの展開（n=1135)

SaaSの活用（n=1135)

従来から実施 新たに実施 検討中・今後実施予定 未実施・実施予定なし



「社内SNS、ﾃﾚﾋﾞ会議・ｳｪﾌﾞ会議・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬｯﾄ、ｵﾝﾗｲﾝ学習（e-
learning）」、「ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ」が拡大。ﾆｭｰﾉｰﾏﾙに向けて、「電子決裁、
押印ｼｽﾃﾑ、電子契約ｼｽﾃﾑ」が上昇
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パブリック・クラウド（SaaS）の活用状況

25.5 

28.8 

41.0 

34.2 

65.8 

44.6 

73.8 

20.4 

22.8 

34.2 

30.1 

31.8 

30.0 

28.1 

32.9 

25.0 

31.5 

54.7 

0 20 40 60 80

ERP（基幹システム：購買、会計、

販売、在庫、生産管理）

間接材購買／経費精算

人事管理

（勤怠管理、給与、タレントマネジメント）

SFA (営業管理システム)／

CRM (顧客管理システム) 

グループウェア

オンラインストレージ、バックアップサイト

社内SNS、テレビ会議・ウェブ会議・

ビジネスチャット、オンライン学習（e-learning）

BI (ビジネスインテリジェンス) 

電子決裁、押印システム、

電子契約システム

（％）

現在活用中（n=1135） 今後活用（ニューノーマル）（n=1135）



4．新しいIT基盤・開発スタイル、セキュリティの重要性

＜システム開発＞
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20年度調査のポイント
1. 重視している業務システム分野ではWeb・フロント系システムの

割合が業種によらず増加
2. 工期・予算の遵守状況はプロジェクト規模によらず悪化傾向、

新型コロナ禍の影響も相応にあり
3. 外部環境変化に伴う開発課題は人材・スキル両面での不足や

技術継承

重点テーマ（ニューノーマルのIT動向）との関係性
1. 新型コロナ禍で開発プロジェクトへの影響があった割合は5割強、

テレワークの実施率が高いほど開発プロジェクトへの影響が
抑えられている

2. 今後はシステム開発の高度化はもちろんのこと、新型コロナ禍対応
で確立した技術スキルやノウハウを、新たな働き方へも展開していく
ことが求められる



工期遵守状況は規模によらず19年度に一部歯止めがかかった
ところから再度悪化傾向
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ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ規模別 年度別 ｼｽﾃﾑ開発の工期遵守状況

39.1 

45.6 

41.9 

45.1 

22.0 

29.3 

25.6 

28.9 

15.8 

21.4 

23.4 

25.2 

43.4 

39.7 

42.8 

41.1 

44.8 

42.0 

44.2 

48.5 

33.5 

32.8 

32.6 

26.8 

17.5 

14.7 

15.4 

13.8 

33.2 

28.8 

30.2 

22.5 

50.6 

45.8 

43.9 

48.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20年度（n=829）

19年度（n=713）

18年度（n=814）

17年度（n=781）

20年度（n=491）

19年度（n=379）

18年度（n=414）

17年度（n=377）

20年度（n=310）

19年度（n=238）

18年度（n=239）

17年度（n=246）

1
0
0
人

月
未

満
1
0
0
～

5
0
0
人

月
未

満
5
0
0
人

月
以

上

予定通り完了 ある程度は予定通り完了 予定より遅延



ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ規模が大きくなるほど改善策の実施割合が増える傾向は
19年度と同様、20年度は新型ｺﾛﾅ禍による影響が相応にあり
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ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ規模別 工期に関する課題認識と対応

23.5

32.4

42.6

24.6

38.5

47.1

18.8

18.5

20.8

35.9

31.7

26.8

14.8

13.0

7.9

12.0

13.7

13.4

28.9

20.4

14.9

6.3

3.7

5.1

14.0

15.7

13.9

21.1

12.4

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100人月未満（n=357）

100～500人月未満（n=216）

500人月以上（n=101）

100人月未満（n=142）

100～500人月未満（n=161）

500人月以上（n=157）

あ
る

程
度

は

予
定

通
り

予
定

よ
り

遅
延

組織として課題認識しており改善策を実施または検討中

課題であるが、コスト・要員制約などから改善が困難

課題であるが、対応は未検討

さほど問題視していない

新型コロナ禍の影響など特別な事情があったもので、全体的な対応は不要



新型ｺﾛﾅ禍による影響割合は5割強。ﾃﾚﾜｰｸ実施率が上がるほど
全面中断割合は低く、開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの影響を抑えられている
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ﾃﾚﾜｰｸ（在宅勤
務）実施率別
新型ｺﾛﾅ禍の開
発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの
影響
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7割以上（n=99）

4～6割（n=292）

3割以下（n=563）

実施なし（n=179）

中断・リスケしたプロジェクトはなかった 一部プロジェクトで中断・リスケした（3割以下）

一部プロジェクトを中断・リスケした（4～6割） 一部プロジェクトを中断・リスケした（7割以上）

すべてのプロジェクトを中断・リスケした

44.1 38.2 9.5 4.5 3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1133）

中断・リスケしたプロジェクトはなかった 一部プロジェクトで中断・リスケした（3割以下）

一部プロジェクトを中断・リスケした（4～6割） 一部プロジェクトを中断・リスケした（7割以上）

すべてのプロジェクトを中断・リスケした

新型ｺﾛﾅ禍の開
発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの
影響



4．新しいIT基盤・開発スタイル、セキュリティの重要性

＜情報セキュリティ＞
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20年度調査のポイント
1. セキュリティが経営課題と認識されている割合も増加しており、各種

施策が推進されている様子がみてとれた。
2. 情報セキュリティ関連費用は増加傾向にある。
3. 特にゼロトラストセキュリティには注目が集まっており、新たな技術的

な対策は売上高の高い企業ほど検討が推進されると考えられる。

重点テーマ（ニューノーマルのIT動向）との関係性
1. 新型コロナ禍対応では、新たな技術的な対策を講じたわけではなく

「社内ルールの見直し」「セキュリティ教育」等が推進された。
2. 一方で、DXを推進する上では、セキュリティのリスク評価が不十分で

あるという回答が多かった。
3. 特にセキュリティ要員不足の状況が悪化しており、今後はより効果的

で効率的なセキュリティ対策推進が重要になると考えられる。



ｾｷｭﾘﾃｨが経営課題と認識されている割合も増加しており、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
化に向けては、ｾｷｭﾘﾃｨのﾘｽｸ評価が不十分であると認識されて
いる割合が高い
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20.4 31.5 9.5 10.7 9.8 4.2 1.4 10.8 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1134）

大きな課題はない
セキュリティリスク評価が不十分である
セキュリティ対策が立案できない
業務の利便性の観点で対策を実行できない
投資が多額で対策に踏み切れない
運用プロセスが構築できない
対策を実行した結果、プロジェクト推進が遅くなった
対策を実行した結果、今後の費用や運用部門の負荷の増加が懸念
その他

ﾋﾞｼﾞﾈｽのﾃﾞｼﾞﾀ
ﾙ化に向けたｾ
ｷｭﾘﾃｨ対策推
進上の課題

39.9 

36.6 

31.0 

51.1 

53.8 

56.4 

9.0 

9.6 

12.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20年度（n=1134）

19年度（n=957）

18年度（n=1077）

経営層は､セキュリティリスクを経営課題のひとつと認識しており､セキュリティリスクや重大なセキュリティ対策については､経営会議等で審議･決定される

経営層は､セキュリティリスクや重大なセキュリティ対策の重要性を認識しているが､取組みは主にIT部門などに任せ経営会議で議論されない

経営層は､セキュリティリスクおよび対策について重要性を認識しておらず､ほとんど会話することがない

年度別
情報ｾｷｭﾘﾃｨ
への経営層の
関与度合い



昨今ｾｷｭﾘﾃｨがより重要視されており、情報ｾｷｭﾘﾃｨ関連費用はこ
れまで以上の増加が見込まれている
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今後（3年後）の情報ｾｷｭﾘﾃｨ関連費用の増減予測におけるDI値の推移
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ｾﾞﾛﾄﾗｽﾄｾｷｭﾘﾃｨなど新たな技術対策の見直しや強化は、企業規
模が大きいほど対策が推進される見通し
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売上高別 ｾﾞﾛﾄﾗｽﾄｾｷｭﾘﾃｨなど新たな技術対策の見直しや強化
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100億円未満（n=279）

100億～1000億円未満（n=522）

1000億～1兆円未満（n=229）

1兆円以上（n=54）

全面的に見直す・強化する 一部見直す・強化する 検討中 見直す予定はない



主な調査結果
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1. 新型コロナ禍のインパクト ・企業プロフィール

2. ニューノーマル時代におけるIT投資の動向 ・IT予算・投資マネジメント

3. アフターコロナ社会に向けたDXの取組みと技術トレンド ・ITトレンド
・ビジネスのデジタル化
・データマネジメント

4. 新しいIT基盤・開発スタイル、セキュリティの重要性 ・IT基盤
・システム開発
・情報セキュリティ

5. 新型コロナ禍で変化する働き方とIT部門の役割 ・ワークスタイル変革・BCP
・IT組織・人材

6. 総括と提言



5．新型コロナ禍で変化する働き方とIT部門の役割

＜ワークスタイル変革・BCP＞
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20年度調査のポイント
1. 新型ｺﾛﾅ禍によって急速にﾃﾚﾜｰｸが進み、定着が図られた。
2. ﾃﾚﾜｰｸによる生産性の低下を指摘する企業は半数に満たない。
3. ﾃﾚﾜｰｸの課題として、「社内外とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」よりも、押印や紙に

依存する業務など実務的な問題が指摘された。
4. ﾃﾚﾜｰｸは、移動時間短縮など個々人の生産性を向上させるだけでな

く、効率的な事業継続に寄与しており、課題はあるが今後も継続。
5. BCPを策定している割合は2012年度と比べて全体的に伸びていたが、

新型ｺﾛﾅ禍では既存BCP は十分機能せず、今後更に策定が進む。

重点テーマ（ニューノーマルのIT動向）との関係性
1. IT部門はﾃﾚﾜｰｸをﾘｰﾄﾞする存在であり、社会の働き方を変える牽引

役となり得る。
2. 押印や紙に依存する業務の見直しにおいても、電子化ｿﾘｭｰｼｮﾝの導

入など、ITの活用とIT部門の参画が欠かせない。



新型ｺﾛﾅ禍によって急速にﾃﾚﾜｰｸ（在宅勤務）が進み、各企業は
生産性への影響が生じないように工夫を重ね、出社と在宅をうまく
ﾊﾞﾗﾝｽさせながら定着を図っている
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在宅勤務状況の推移（第1回、第2回緊急実態調査結果より）
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緊急事態宣言下（2020/4/末）（n=116）

緊急事態宣言解除後（2020/6/末）（n=136）

現在（2020/10/下旬）（n=117）

今後（ニューノーマル）（n=117）

全社で在宅勤務を実施している

一部困難な業務（対面のサービス業務、生産ラインなど）を除いて、在宅勤務を実施している

可能な業務に絞って、在宅勤務を実施している（例：在宅で難しい業務は出社して実施など）

在宅と出社を交代（輪番）で実施している

在宅勤務を実施していない（実施できない）



ﾃﾚﾜｰｸによる生産性の低下を指摘する企業は半数に満たない。ｼ
ｽﾃﾑ開発では「生産性が向上する」「変わらない」との回答が多く、
ﾃﾚﾜｰｸの活用においてIT部門が全社をﾘｰﾄﾞする存在と言える
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業務別 ﾃﾚﾜｰｸ（在宅勤務）実施者の生産性の変化
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事務

営業

生産・調達

管理・企画

研究・開発

IT（システム開発）

IT（システム保守・運用）

生産性が向上する 変わらない 生産性は低下する

n=1142



多くの企業で既存BCPに問題あり。BCPに意識の高い企業はさら
なる見直しを図っている一方で、「BCPがなかった」企業の多くで「
特に指示がない」という状況。経営層の関心度にｷﾞｬｯﾌﾟ有り
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新型ｺﾛﾅ禍での
BCP機能状況

15.0 42.9 12.3 29.8 
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全体（n=1142）

十分機能した おおむね機能したが、問題があった ほとんど機能しなかった BCPがなかった

新型ｺﾛﾅ禍での
BCP機能状況別
経営層からの見直
し指示
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十分機能した（n=171）

おおむね機能したが、問題があった（n=490）

ほとんど機能しなかった（n=141）

BCPがなかった（n=340）

見直しのポイントの指示があった 指示があった 特に指示はなかった



5．新型コロナ禍で変化する働き方とIT部門の役割

＜IT組織・人材＞
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20年度調査のポイント
1. IT組織の現在のミッション自体は変化が少ない。

「事業創造やビジネス面の変革」：「業務やサービスの改善」：「システ
ムの安定稼働」 ＝ 15：35：50

2. IT部門は増員の傾向は加速。

重点テーマ（ニューノーマルのIT動向）との関係性
1. 新型コロナ禍を通じ、IT組織の重要度が変化すると考える企業は

約6割。企業規模が大きいほどその傾向。
2. 今後、IT組織が重視する機能は、ビジネスモデルの企画、IT人材の

採用・育成。
3. 新型コロナ禍の影響を経て必要とされる人材は変化すると考える企

業は、企業規模、業種によらず約6割。IT戦略等企画人材を重視。



ﾋﾞｼﾞﾈｽのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化の進展だけでなく、新型ｺﾛﾅ禍を通じ、IT組織
の重要度が変化すると考えている企業が約60％
売り上げが大きい企業ほど顕著
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大きく重要度が増した 重要度が増した 変わらない

新型ｺﾛﾅ禍前後のIT組織の重要度変化

売上高別 新型ｺﾛﾅ禍前後のIT組織の重要度変化



新型ｺﾛﾅ禍対応においては、「情報ｾｷｭﾘﾃｨ」、「基盤整備」を重視
前後でみると「業務の改善」、「運用」、「ｺｽﾄ低減」の重視度減、
「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの企画」、「IT人材の採用・育成」が重視度増

（C）JUAS 2021 57

新型ｺﾛﾅ禍前後の重視する
IT組織の機能・役割
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ITを用いた業務の改善

データマネジメント

プロジェクト管理（計画、およびコスト・納期・品質の管理）

アプリケーション設計・開発（ウォーターフォール型）

アプリケーション設計・開発（アジャイル型）

ITアーキテクチャ標準化、IT基盤整備

システム運用管理（安定化、運用状況管理）

情報セキュリティ対応

経営・事業部門との関係構築

ITコスト低減に向けた企画・推進

ベンダーマネジメント・関係構築

IT人材の採用・育成

組織内の風土醸成

特になし

（％）

新型コロナ発生前（n=1134）

新型コロナ対応時（n=1134）

今後（n=1134）



IT要員数のDI値は、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ専門組織だけでなく、IT部門も増加の
傾向。内訳としては、IT戦略、ｼｽﾃﾑ企画を進める人材の充足度を
高めていきたい
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主な調査結果
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1. 新型コロナ禍のインパクト ・企業プロフィール

2. ニューノーマル時代におけるIT投資の動向 ・IT予算・投資マネジメント

3. アフターコロナ社会に向けたDXの取組みと技術トレンド ・ITトレンド
・ビジネスのデジタル化
・データマネジメント

4. 新しいIT基盤・開発スタイル、セキュリティの重要性 ・IT基盤
・システム開発
・情報セキュリティ

5. 新型コロナ禍で変化する働き方とIT部門の役割 ・ワークスタイル変革・BCP
・IT組織・人材

6. 総括と提言
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60【総括と提言】重点テーマ：『ニューノーマル時代のIT動向』
新たな価値協創を目指すﾃﾞｼﾞﾀﾙ経営(商品ｻｰﾋﾞｽ･業務･働き方)の幕が開いた今、
新型ｺﾛﾅ禍対応経験を活かし全社DXﾌｫｰﾒｰｼｮﾝに横軸を貫く準備と行動の時！

ニューノーマル時代のIT投資動向ニューノーマル時代のIT投資動向

非接触／非対面社会での新しい事業･業務･働き方
転換を促すIT投資の重要性は一層高まっていく

＜FACT＞
新型ｺﾛﾅ禍においてもIT投資は増加基調を維持
・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化、基幹ｼｽﾃﾑ刷新、ｺﾛﾅ対応が増加の主因
・業種等で違いはあるがIT投資意欲は全般的に堅調
・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの変革が解決したい中長期課題で大幅増

自らの出番を組入れﾃﾞｼﾞﾀﾙ変革実現の全体ｼﾅﾘｵを描き、必要ﾘｿｰｽ（人材･体制
･技術･IT基盤･投資予算）の確保と実行を演出する力がIT部門の存在価値に！

新型ｺﾛﾅ後への取組みと技術ﾄﾚﾝﾄﾞ新型ｺﾛﾅ後への取組みと技術ﾄﾚﾝﾄﾞ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化は技術的手段から価値創造の源泉へと
変わり技術の普及と投資が変革を加速していく

＜FACT＞
停滞中のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化は将来高度に進展の予測
・ﾃﾚﾜｰｸ／ｸﾗｳﾄﾞ／RPAの普及が足元の課題解決に貢献
・ﾃﾞｰﾀﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄは組織横断での基盤と体制整備が鍵
・今後は7割の企業がﾃﾞｼﾞﾀﾙ化での予算増を見込む

働き方の変化とＩＴ部門の役割
ﾃﾚﾜｰｸのﾒﾘｯﾄ（効率化･事業継続）を自ら実証した
IT部門は変革の主人公として一翼を担っていく

＜FACT＞
IT組織の重要度向上しIT要員は増加傾向続く
・IT部門のﾃﾚﾜｰｸ実践は全社への定着を導く試金石
・押印や紙業務の電子化は働き方改革の喫緊課題
・戦略･企画･ｾｷｭﾘﾃｨを担うﾃﾞｼﾞﾀﾙ人材は更に重要に

新しいIT基盤・開発・セキュリティ
環境変化に柔軟なIT基盤導入とｾｷｭﾘﾃｨ強化は
持続可能な社会ｲﾝﾌﾗ整備の重要使命になっていく

＜FACT＞
ｾｷｭﾘﾃｨ費は規模･業種問わず増加傾向
・新型ｺﾛﾅ禍を契機に経営層のｾｷｭﾘﾃｨへの関与度が高まる
・社内ﾙｰﾙ強化と共にｾﾞﾛﾄﾗｽﾄ基盤検討の動きが活発化
・ｸﾗｳﾄﾞ化がﾃﾚﾜｰｸでの開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの影響をﾐﾆﾏｲｽﾞ

ニューノーマルへの対応 DXフォーメーションの確立

経
営
視
点

I
T
視
点



企業IT動向調査委員会・調査部会は

デジタル変革の脚本家そして主人公である

IT部門を応援します！
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本調査に関するお問い合わせ

（一社）日本情報システム・ユーザー協会（JUAS）
担当：山畔、鈴木

TEL：03-3249-4101

E-mail：itdoukou@juas.or.jp 


